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《南部人権問題講演会事業　お知らせ》

人権感覚を磨きませんか？

出会いと表現～プラス思考の人権教育講演会～

講　師　　大湾　昇さん

（徳島県同和地区青少年団体連絡協議会「止揚の会」事務局）

と　き　　１２月２日（金）１９：３０～

ところ　　瀬戸コミュニティセンター　

講師プロフィール

難しいと捉えがちな「同和・人権教育」を，日常の身近な事例を用いて講演します。また心理テスト・紙芝居・イラスト等を使い，当たり前に潜む人権課題を浮き彫りにします。現代の子どもが抱える問題にも触れたお話しをされます。

※入場無料　駐車場あり
主　催：瀬戸地域民主化推進協議会
津之郷学区人権学習推進協議会
赤坂学区人権学習推進協議会
南部生涯学習センター

問合せ：南部生涯学習センター　℡９８０－７７１３
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人・まち・ふくしフェスタ２０１１
～＠うつみ・ぬまくま～
と　き　　１１月１３日（日）１０：００～１６：００
ところ　　沼隈サンパル・福祉会館・沼隈支所駐車場
内　容　　被爆ピアノコンサート～被爆ピアノとともに～
開演１０：００～（開場９：３０）

　　　　　　歌　中川しのぶさん　　　ピアノ　西田範子さん

１９４５年８月６日，原子爆弾投下により，傷つけられたピアノ…。６６年のときを経て今，平和の音を奏でます。

お楽しみコーナー（スカットボール・子ども広場　その他多数）

各種模擬店（うどん・焼きそば・おでん・焼き鳥・豚汁　その他多数）

主　催　　人・まち・ふくしフェスタ２１００＠うつみ・ぬまくま実行委員会
事務局　　常石公民館　℡９８７－３８３９


《共催事業》
山本瀧之助没８０周年記念行事
講演会　　開演１３：３０～（開場１３：００）
「青年の自立を求めて」
～山本瀧之助の生涯と社会教育実践～

講師　敦賀短期大学教授　多仁照廣さん

朗　　読　　朗読ボランティア　ともしび

学習発表　　千年小学校６年生

主　　催　　山本瀧之助没８０周年記念行事実行委員会

　
青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて
【５】己に克てよ
瀧之助が心血を注いで書き上げた「田舎青年」は売れ残り借金が残った。借金は土地を売って返済した。１１月２９日の日記に「八十円ヲ棒ニフレリ，馬鹿ナコトヲシニケリ」と嘆いている。そのころから母親の健康状況が悪化，翌年１８９７年（明治３０年）１月８日死去した。その年に，離婚問題が起き，年末には眼病に悩まされ，瀧之助の人生にとって最も窮地におちいった時期であった。この状況を跳ね除けようと１８９８年（明治３１年）の元旦に「己に克てよ」と題する一文を日記に書いている。「我ヲ殺スモノハ我ナリ　我ヲ活カスモノモ我ナリ」ではじまり「キョロキョロスナ　愚図々々スナ　ショロショロスナ」と続き，「要スルニ己ニ克テヨ」と自己を励まし，奮い立たせようと努力している。

翌年の暮れには，五百木の所属する新聞「日本」に沼隈生（瀧之助のペンネーム）の名で「日本青年会設立の議」と題する一文を投稿，新聞の愛読者で紙上青年会の設立を呼びかけた。その結果約５００人の加入申込みがあり，やがて会員達が各地で会合を開き，交流すに至った。これが瀧之助が全国的な青年会をつくる運動の最初であった。１９０１年（明治３４年）瀧之助の人生の転機となる念願の上京する機会を得た。次号に続く

執筆：上田靖士（山本瀧之助研究会会員）

南部こんなんやるＤay
南部管内の講座のご案内です。

みなさま　どうぞ　ご参加ください。

《南部管内コミュニティセンター合同事業　お知らせ》
Ｈｅａｒｔｆｕｌ　Ｍｅｓｓａｇｅ　２０１１
～いのち・ぬくもり・つながりコンサート～
と　き　　１２月１７日（土）１３：３０～

ところ　　瀬戸コミュニティセンター

出　演　　長和保育所の子どもたち（歌と踊り）

ホロコースト記念館のみなさん（人形劇）

　　　　　５８酒場（三線・歌とお話）

※入場無料　手話通訳あり

主　催　　南部管内コミュニティセンター

問合せ　　山手コミュニティセンター

℡９５１－５６７０

瀬戸コミュ二ティセンター

℡９５１－１８０９


第２９回城西校区人権学習講座

第３講座：映画「八日目の蝉」
と　き　　１２月３日（土）１８：３０～

ところ　　山手小学校体育館

入場料　　無料

『２１年前の誘拐事件。犯人は父の愛人。

連れ去られたのは，私。

私はその人を本当の「母」だと信じて生きてきた。』
主　催　城西校区人権学習講座実行委員会

問合せ　南部生涯学習センター℡９８０－７７１３


ボーノさんのささやき
１１月は『児童虐待防止推進月間』です。子どもへの虐待は，いつでも，どんな家庭でも起こり得る問題です。虐待は，子どもの心身の発達に悪影響を及ぼすだけでなく，生命を危機にさらします。虐待から子どもを守るためには，早期発見，早期対応が重要です。子どもたちの笑顔を守るため，一人ひとりに何ができるか考えてみませんか。

児童虐待の相談（通告）先

福山市保健福祉局児童部子育て支援課

℡９２８－１０５３

視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























